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4. 運転･作業のしかた 
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⑤スロットルレバーを「  」と「  」位置の中間位置にして 
ください。 

  
 

 
   

             

⑥スタータノブを握り、ゆっくりと引いて圧縮を感じる位置から 
⼀旦戻した後、勢いよく引っ張ってください。 

エンジンの始動後は、スタータノブは元の位置にゆっくりと戻し 

てください。 

 
 

 リコイルスタータを引っ張る⽅向に⼈がいないか、突起物・障害 
物がないか確かめてから始動してください。傷害事故のおそれが 
あります。 

 
⑦エンジン始動後はチョークレバーを戻し、チョーク弁を 

 「全開」  位置にしてスロットルレバーを低速側「   」 
 位置でしばらく(5 分程度)の暖機運転を⾏ってください。 

暖機運転を⾏うことにより、エンジンの寿命をのばします。 
   ※搭載エンジンによって操作⽅法が異なります。 

 
1)新製品購⼊後、最初の⼀週間(3〜4 時間)は、慣らし運転期間として、過負荷をかけない様に 

控えめな運転を⼼がけてください。 

2)チョークレバーを「全閉」  位置のまま使⽤すると、エンジン各部に悪影響を与え、エンジンの

寿命を短くしますのでご注意ください。 
 

4.1.2 エンジン停⽌のしかた 
 

①スロットルレバーを低速「  」位置にし、エンジンスイッ 

チを「停⽌(OFF)」位置にしてエンジンを停⽌してください。 

 

 
 

②最後に燃料コックを「閉(OFF)」位置にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 「閉」 

低速 

停⽌ 

 

⽮印⽅向へスタータノブを引く 
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5. 点検・整備・調整                     
 
5.1 オイルの点検・交換・注油                                    
 

1) 出荷時、本機にオイルは注油されておりません。初めて本機をご使⽤になる前には、必ず指定

の箇所に指定のオイルを指定の量だけ確実に注油してください。   

2) 定期的なオイル交換は、本機を常に最良の状態で使⽤するために是⾮必要です。 

3) 注油は少しずつおこなってください。⼀度に注油しようとすると、エアが抜けずに注油⼝よりす

ぐにオイルが溢れ出ます。注油⼝まで油⾯がきていることを確認してください。 

4) 各部オイルの点検・交換・注油をする場合には、必ず本機を平坦な広い場所に置いてエンジンを      

暖機運転した後に停⽌し、本機各部が触っても熱くない程度に冷えるのを「約 5 分以上」待って

から作業を⾏ってください。 

     … エンジン停⽌後、すぐに作業を⾏うと … 

     ＊エンジン本体はかなりの⾼温になっており、⽕傷の危険があります｡ 

     ＊エンジン停⽌直後は各部にオイルがまだ残っており、正確なオイル量が⽰されません｡  

5) 各部オイルの点検・交換・注油等で注油栓を取り外す際、必ず⼿袋等の⼿を保護する物をつけて

⾏ってください。周辺の部品で⼿を切り、裂傷等のけがをする危険があります。 
 

交換後の廃油は、お住まいの地⽅公共団体の取り決めに従い適切に処理をしてください 
 

5.1.1 ミッションオイルの点検・交換 
 ◎点検・補給… 注油量を厳守ください。 

①ミッションケース左側上部の検油栓(検油⼝)を取外し、検油栓か

らオイルがにじみ出てきたら、ほぼ規定量のミッションオイルが

⼊っています。 
 
②オイルの量及び汚れを⽬視点検し、オイルが不⾜している場合及

び汚れがひどい場合には、補給または全量交換(下記参照)します。   
 

 ◎交 換…  
 ③オイルを受ける適当な容器を⽤意します。 

 ④ミッションケース右側⾯下部(⾞軸下部)のドレンプラグ(廃油栓)

を取り外し、オイルを抜き取ります。 
 

  参考; 同時に注油栓も取り外しておくと、オイルが抜き取り

やすくなります。 
 

 ⑤ドレンプラグを確実に取り付けた後、ミッションオイル(＃90)

を 0.75 ㍑ 注油してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交換の⽬安
初回：２０時間⽬、２回⽬以降：１００時間毎 

注油栓 

検油栓 

ドレンプラグ 













2~3mm 
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